
レパーサ®皮下注420mg
オートミニドーザー

レパーサ®皮下注140mgペン

レパーサ®皮下注420mgオートミニドーザーから
レパーサ®皮下注140mgペンに
切り替わる患者さんへ

レパーサ®皮下注420mgオートミニドーザー（オートミニドーザー）につきましては、2018年発売以降
ご愛顧賜りましたが、この度本規格の製造を中止させていただくことになりました。これまで長年にわたり
本剤をご使用いただいた患者さんには大変ご迷惑をおかけすることと存じますが、何卒ご了承賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。
なおレパーサ®には、レパーサ®皮下注140mgペン（ペン）という別の規格があり、2016年の発売開始
以降、多くの患者さんにご使用いただいています。
医師とご相談のうえ、現在ご使用のオートミニドーザーからペンへの切り替えをご検討ください。切り
替えの際は、オートミニドーザーの次の利用予定日に、ペンでの初回投与を行うようにしてください。

＊ レパーサ®皮下注140mgペンのオレンジ色キャップ内の針カバーには天然ゴム（ラテックス）が含有されています。ラテックス・アレルギーを
有する患者さんは、事前に医師と相談をいただきますようお願い致します。

投与間隔

注射時間

投与ステップ

投与部位

室温戻し

レパーサ®の薬剤費1）

4週間分

4週間に1回 2週間に1回

約5分 15秒以内

7つのステップ 3つのステップ

腹部、大腿部、上腕部の外側
（上腕部に注射できるのは医師等または訓練を受けた家族のみです）

45分以上 30分以上

47,188円
3割負担：14,157円
2割負担：  9,438円
1割負担：  4,719円

48,604円
3割負担：14,580円
2割負担：  9,720円
1割負担：  4,860円

オートミニドーザー

自己注射 可 可

ペン

1）令和6年4月現在の薬価をもとに計算しています。金額はレパーサ®の薬剤費のみのため、実際の支払時には診察料、検査料、他の薬剤費などが
  加算されます。



レパーサ®皮下注140mgペンの使い方は、
以下のサイトからイラスト、動画でもご確認いただけます。

【監修】金沢大学 医薬保健研究域医学系・循環器内科学
准教授 川尻 剛照 先生

使い方ハンドブック
自己投与のための

レパーサ®皮下注 自己注射投与を受けられる方へ

【監修】金沢大学 医薬保健研究域医学系
准教授 

使い方い方い

レパーサ®皮下注 自己注射投与を受けられる方へ

各種資材を取り揃えております。

レパーサ®皮下注140mgペンについてご質問がある場合には
下記にお問合せください。

■ ペン スターターキット■ ペン 使い方ハンドブック
ハンドブックの他に「レパーサ®による治療を
受けられる方へ」と「レパーサ®日誌」をセット
したスターターキットです。

レパーサ®皮下注140mgペンを自己注射する
方法を紹介したハンドブックです。
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URL：https://repatha-pts.jp/

お問合せ先（患者さん、ご家族の方向け）

受付時間／月～金 9：00～17：30（土日・祝日・会社休日を除く）
アムジェン メディカルインフォメーションセンター

0120-952-206

【監修】金沢大学 医薬保健研究域医学系・循環器内科学
准教授 川尻 剛照 先生

使い方ハンドブック
自己投与のための

レパーサ®皮下注 自己注射投与を受けられる方へ

【監修】金沢大学 医薬保健研究域医学系
准教授 

使い方い方い

レパーサ®皮下注 自己注射投与を受けられる方へ
レパーサ®による治療を
受けられる方へ

横手 幸太郎 先生
千葉大学大学院医学研究院 内分泌代謝・血液・老年内科学 教授

監修

『レパーサ®自己注射用キット』は、レパーサ®皮下注140mgペンで家族性高コレステロール血症、高コレステロール
血症の治療をされる患者さんのためのキットです。本キットを活用し、安全に正しく自己注射を行ってください。

レパーサ®による治療の意義などを理解
するため、病気や薬の情報をまとめた
小冊子です。

自己投与の方法を詳しく解説しています。
投与に関してご不明な点があれば、読み
返して確認してください。 注射の記録をするノートです。

注射した部位と次回注射の予定
を記録してください。

レパーサ®による治療を
受けられる方へ

自己投与のための
使い方ハンドブック

レパーサ®日誌
治療記録ノート

レパーサ®皮下注140mgペンによる治療を受けられる方へ


